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親梱‖郵腫動
く劣的学生産物後の常田動悠〉

1笹崎q膚師の舟山信田飢鳩・豹約諾の安価島地じ鵬の佃蜜Iこあ，た。縫
って・甘藷ltありめられ舞紳掴円の亀昭動け枇淘勤に対し極端サ鈍も如

LtIIた．

この時・国内了ナ歓払生動の壬かなおおけた椴‡律損亡．街余勢カも大音紛鳩f
Iこ稽夜七番‘らち絹けみた。民衆桑や共産系一二あ，乙も姉I事同じこと幼，た．

し机敬社会lこかすば．iq80年の；短調学生事件の食指が今も余　も窮しひ）
も言か十蘭学当館ソ功しで・Ia．蒙強静六の乞え在．鄭麟融．季鍍蛤．雪を宣．
中索管段の梨一桑．ろ何有．徴文恵竜の琵戎桜．諺成島若の遡上湊．
高値幻，第二高密の珂銑各．調日面治．脅聞農健の全国壷．大如意勧姦
策え．ズ印僑南擬の架命彼らがこの璽功の為預．誼，乙出た。河公銘は第
二高音の．封可勧中度単板の張投機一事彼女患者の箔薯為れ乙従苓勤て

日大P師り誘所に綻款飢乙化の学生在的遼寧4鋤3線期信管勅を臣けた。

努一票Ia追号処分を窃1Ciq3‘埼姉貴在徳．ろ束∴　し裳iこ火急Iこ行壬．張
鼓襟を釈放暮れた後．1腺∧行，た。彼的北京で自負墓．丁東急．愛玩基．鞠
多妻のじき接触し危言契一度13万雪山事件後のIq3I毎秋lこ再び東京‘二親）．東
委勧動向擬し「黒色薪的．c・志功した於Iq35年弱冶要約専念唾反す
3年6ケ姉別を受けた．享何者も釈放鼻人毛後．嚢象∧涯リアナ千社在勤l勃nh，

観ろ錫圭は褒愛鳥着通労役王妃に泊り蚤方農奴淘ま春着連盟の閤相て奏と
して表がなし紛う丁重と同じく連桶と九乙上妬曾執行猶予Iニよ所収枚もkC
国内Iニ追放女人も．4度は・虜国後．客厨高著Iニ鍬写した。対岐名も！勧後に中

央烏智に；砺損掌した。

脅戊急宙の超燕傍．南相乗．南信的．今幼主．貝複益．班魚雷の利婁
誇・緩錐接．中朝膝の宙勅勘批・ば均勺に敏アナ‡礼がクlL鋤せ，て東急し
の重箱も男尊から菅生速効も広げうつ・3年間の服勧釜払放した又窪か今丁
をじ度々接触し館が現の鶴亀受け缶趨兼備i3老成愚雷名券後．透れ
卸1（二人写し．i脹銘事理．急舞梱のど技Iこぢ生アナ手札痩勤七継続しながら、i

q3時　晦観季乙をのぞ∴でめり縮め耐乏でそね多をイこちと；藷帰して．I帥7

年この也も去るまで・む）一生もアナ千畑度勅iニ冥Ilだ。奔命‡良し車重乏庫盆山
で切開敦きち散布事件で∴lqe崎i糊I三種をもしを鎖山の和好‘3知日写

生幼年当時．中ぢ連合え金色を密書3匂い㌢‡細部知）曳頭I二心，た。

く普州法抜　放容貌社事件〉
Iqe峰2日は8晋・Ill陸券皆廠∵壕一・二・三朝の写生が退学名の切鞍など
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ちぢ放当局I二重だしたが1人う研：同盟体埴I二人，矯（iq印．2・20駈日報）

同的弛仰向接写生秘密籍社r向停会」（TK臼）ボ発覚しこ2°令名が
裁肇これた。（最近i二筋けもの朝鮮冶音訳‘鬼参照）岡引l印08再度雷疫ぢ生10

含有が発熱肌七。（継正座勅史曹8冊知ら飼争吏傭面）
この劫的宮刷肋弼疲れ加厨比和無期向

関盛名

怒雛鋒
出島的　　　　　　毒死
音州　　　　IO的．幼子地溝3年

点‘腸（安泰）　　ク　　　ク

成腸
麻iり

6ケ月∴∴∴∴ク

起稿描3

筋′タ割引農常枝一営年を写塘Ciq3悌）坑日間争勅勘純であ調
停会（TK回）を組舞飯L乙原脇を隻か続だ後口：脇座さじ姦塵も付け輪読
Ll事が吉江血や山励むLI丸は・秘擾多念も掃う盈動の‡広大年目プした。〃O

Iq幼年2初日鑓休校は事彼らが重曹的確執も果した。同年iこ雷州舞Iニタ）
か叛包聾が摘発もk‥彼の赦密租徹が樽殺し矯研息鈍く河仮免の　）

は託己同盟休校事件さ・連写劫も受けて．日毎‡批ソ功し細る蜂枝に編入写
した硝帥岬を隆一ニよ，乙部Ⅲこ神速された。彼I訓04拘8月Ibg安泰報名

所t日管の雷雲暗喩ら行げあうとしたが銘密も掛イ乙的都度包傷も破り
晴朗の治療の後回復した。
軽電執事初役IqqI年日本文掌雲街料桂夢暗雲術鐘紡組Cで抗日

盛劫も孤比抗日密勤王広げだしたが治蜃維持姦造反豹牛のもめ金山此方
系碇で・iq4埠6月離日悠役場の富浸しも受け．Iq44年期佃日精妨榔紅毛。
放免急客で当3．です系を鈎的蜜の砲身以来，iqeI年3日からIq第年的こ

かけて勧学生けのしの地鳥地数　反対闘争小暗縁亀山ひた拭黒．急く
11・糾し）両条怪生如嫌々慨面亀子衝突牝綾をももうLe●して＝た。

く‡各日直接節季〉
揚・Hl多変を請後して各節かff象化繊lニ常例名の恩愛．毘峯．菅生たち

のビラ徴布告・魯矩形綿の坑8反駁鋼多が㌢押次教化主点始めも中腰
的関西采夜会の女腹以来．洋靴絢に組合し中元工務子馬髄は壷が償金
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引きriで宴身を渇I1℃挺身擬人した。釜山むら各工場此鶴〇・着複のビラ稚布
幼年が寄生LU出た。この晴朗の新前報道勧猿橋なあ卸を吻十び飯嶋：4腰
の表面化した乳牛倒す牝．巷だレ新劇紙面亀喝め種目をン

Iq32年押Ie，日付葺軸報はrlq3崎12月的午後lp善言掛軸粗宴の包腰

送迎もuげ魚りの群衆Iこ微速軟毛も鴨皮敬巌細微布地巳所謂窺飲
大部反駁赦政　利牛　馬短径び夫のロか鮭端籍，包得乙壬狛犬中嶋南常夜
舞条令破く20）を摂写した後．局叱営祭柿窟堵諜じ丈節男急笥裳－鼻．幼
後雑種し建窯若しして重た璽塑閲係希∴；毎蜜（卯）した′高音出馬生年憂
え（20）七城動員絢した街架．脇丈櫛l二筋う自白を得こ取締べそ縁と4的中
I二丈市場水を寝検事局i二年多事もよう。」と弦適した。

3ケ月後のら和事卸す同紙虜
r亀山雑跨劫牝前後Lt黒従うが多種確各工場依馬i二枚多ち㍑九

ひIkこじが借貸しも杭彼は去ろう●08の夜Iニビラ卸数日たが管穀●中の和事燐
i詑甜肌も駕　会名へのろ調七叫び研けたC・ラL2将領の破亀崎腫宮腰で印

刷し乙撒布し雄のめる．幻iOe蓄索敵絢付も祭れ拘留希う包み金血祭
動乱シ移ak柳：罪勧出梅をえびイ詣桑島及びか）．閲イ宋名は威愉飽く23）
毒婦牽く22）金縁詐（lq）の咋・ある日じ諸逢した。
同年鉄山悪存念の鄭哲は縁者時後ろ暗親しモ機縁を負，C壷璃肌

遂烏丸kkが1年事後に角皇統楢を〇・択釈放批
洛南礼山人．放ず篭絡は黒色璽動社じIIう教範も針目血Iq32年的親

臨昌一シふて確琴凱た。qβi種付葺壷自我1才火のように荻島して日参。
「患南・盈脇男的．舘4日衝き礼小包・虜培銘IO駿東を鈍祝し乙

魚礁・平壌・麿牽各地で・アナ乗積七枚＋名拾孝し、Iqo余白蹄技して甥蝦
1“愚老春機安らは取締べ・lこ老母Lt‖亀が何の根蝕み事体かたた初こ．巾的

く釈放し．成毛錦だ持論年後悌為違反の罪名をれ乙を引IB公用滅馨局Iこ

移し乙家紋的度総社主幹全面妃は保身i二期種も九枚IIう。．じ綬適して
同月2仰角継続しC rれ山・虜喝錆が診車種増毛虚庭ご壷原動たこじ
は抵穀のとうIlすあるが彼ば宮家中佐虚したしニケも全書石線したのさ・客痩
‘裏返れ窮払8号露iニ目付軌たuIう．，じ猿過しも

岡引0別08君離乳は「和事智寮窟c・lJ薪別二人，Zかおる紡毛閣給
し祭政向き各条の萎　圭．札ぼ飽枇・観ろ致ち俄初年調萄る明崎
Iこ雷撃・鍾収名的ひも同系看錐を多数稜琴して収ま厳．書館嶋窮屈イら
行・ひ・亀外縁琴線偵牧l劉○余色Iニ重し俳IIう。」と報適し伝

岡引2帥3印す同紙け串び丸山劫牛に筋LCrれ山城挙動年の内執事
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線僑秘密チあるから知れか弱か倒Ir柳弓枝した自由連合社和牛虜成増甥と
個の舶係的し一二か下部明しと。　学祭霧笛蜜場一食放く親房じ夫費えヶ所i二

筋邑しこIl比l高Jr絃直し麟
Iq33億には厚見場万事黒色高年自由座金が拷働宕虔乞え姦し．f加圧戟節季を

起こしひ一に。同年的IC旧御免曇ら扱げ「アナ系黒色餌自由座金会いlう秘密箱社

も組名節し毒化部屋球面と膏賞籍面の2ヶ所の砂的工丸二往事誇大窮乏裳
した。雇IC季化都・金星色（勅　命重文（創）金種箆〔20）亙車窓を）
金勲練直）外ワ魯一身豹弼春季北愛（こ検挙軌取調べ申ぐめ．色に和7
日諦観的拘蹄して‥蘇封八年子細鯖とし．大師きれ左腹確約に遂〇枚し
た抑う。」ヒ貌直し乙・翌年3富2Br素行初年女川香魚執茨枚節とあ産金昌臣

亨の黒色各年自他盛会全豹牛は．この飼犬印書¢在る砲手露に蘭書九着択手動i

多の発・審理中aa亮にな27日判決ご肌とLtIう。金星箆．金重文，金縁疲
ら3和事急が行為．治安雛揺系．違反筋合雅で・渇混じ衆排丸岡急務の公
判に附き丸亀のと卸簸した。

く寮I稼動牛）
再3碕iO別0日頃鐘路営寮豹3突然た活動を開始し締付石棺と●

無政府主義老・張鳥居．全貌固く南海）．呑丁重．多乙を．・多英銀．
」的南嬢．巽南基尊と・古壷f乱で．以来巌を取組中ひれもしこ気密鉄案究
した同名白，平田両刑事は節度地方t湖面他方へ成功し．垂笈で同系巨預
金押′I′卸商地方と‘参集枇・ち翰LC来こ巌知嚢渦中ぴあ，左耳同事

件の検挙強風ia全朝腹羊Iこ商大窮もよう．，（IO胃23旧存豪亜か該）
李乙をはじめ第一倭を件iaiq34年iO別0日碩－二条倣徳玲皆索乱こ

高C綻挙亀有（2月68午前IO屯項．一件誹頃乙女に珪局亀山に種麹髭晦
壇のとお・lc・ああ

知新l　退去珂統∴∴∴季丁を　38ズ
中和郡　新勢面士奇岩理　香触回　3舞
扇揚郵　危江面大水；名望∴・李乙を∴午は

毅讐篭筆　∴董護霧
多作内患は「長らくや）もひき高額一色園内ク巾鰹政府主義者虞が再び互．I

一二連絡互助会II・白書ある蹄動をしようとして漸次朝鮮和霧中寄従妹宅探

知して・東風恩窃捨学を好め使用が　∽亡びの劫午の重要な関係名多め
多事俊の患政府は兎を察細雪は橡挙が指ささや魯うに．自身の言動の発
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葉色甘受匂うこじせく身魯酪してしかI。嬢は今鼻tIニ全力e種在子方観察しひ

るしくIう。」（10日2β付和悠日誌：）

祭殿固iaII月I的・平壌ご塵紺鼻k請「破卸す．今自評申した奉書件
の内観ネ彼らがその行動二放て．諒放府まあ思想を劫云乾吹しこま衆をもの聖
flこ煤肪うと＝う宮的ご出版物の和行を計画したこじCtIIう．．（iI和‘告付和

角的報）
rこれ妬自唾．柳雲（二五…ニ座飴を申年りaI．鮭政府f姦毛細辞し乙秋転

籍社も組放したuIうこじで崩。この外lニ毛利郁別条置嫁終着は多数ひかり．

この励検事局の軟調八・号屡けたがむ）種纂嫌琵・名正紗じら千切ま・和ら環
放つ重た大壷を多数〇・の，比IIら」（12膚78何　東か

「岡引2月仕官喜多丁重・祭倭国lお含夢維持姦違反罪ビ3着Iこ周囲と

直．多Zを．宴南碁、塩夢耗ia不移討延命とこJt亀」（l幼Iq日付策動
Iq35年I2月朱子宙が縁種し客年2日祭殿国．李丁重は各々？缶の和の言

渡し色物1日。〔寡衆五棺260日）

を丁重の『又硯を存凹の窮富IニよれIfrI0月に致励み透の一舶細
管で・問題LtMで危鴇の名車稚播互l盈反動祝して醇が）．所約第一姫多
作〇・察渡田と私2人似1号霞I二回附女庇仲兄．乙を．真南寡．煙管耗う希
的カ国急患夢有島統rthだ。」じIIう．

く朝食托スパラント厘動〉

接写急く刑0－Iq‘のlタ成麻殻痕郵静粛面従細井鼓准雇の長
努と皮生まれた。教化文展也は放密の閻桶とある．閣書取窃芽血毎時．非接

合龍話（到州出身）動好く鉄山出身タラじ如二号佐擾動lニ鍋田して卒毅
は．iq3晦的　虞本が多Iニス写してIq33年2月筋象椴垂盟Iこ粗密し据何魚名
佳境が別をした門田コミブタン申せ編貸した。Iq34年でズ窮ント諺′」、純子寝坊

的柿宥」も¢行動名寄UIう文辞雑誌に座談したが学生初午‘ニ均座し日本c出
版亀大鳥一鳴言論界に関係LE冶Iq卯年が写即諾エス碕ント妨種別止し
経書がラ外語の‘′ユー′lア工がうみかモ都子した。

Iqb8年3別伯太卸で佗希ううまさ・30余年周7ナ千社・エスバラニケストと調

練が回柳の工常ラント俸尾I二者誰が大気IoIq卯年帥I二日帯の弾座すこのエス

パラブ有為17鹿部工人た′

合性界のアナ株ト一事固唾と民族も除外した人類愛と平和壬証も根本理念
とすう工がラント仕舞詔稲神に笈略して．新的・雑誌には犠iこて話語畑モカ
‘IC勧善及一二カも鼻血Cがり、接ぎ泰のfZ詫寝勅lまずくthtコ花束・lタカ的
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の中和を衰径動尊め，乙各国のアナキスト寝動の度霧任を強化するこひこらおると
こうがよきか，た○後はこのイ飢こらを嬉指し手号砲り動渚看教育‡建駒としこ太

市缶丘要撃の行成を行は，向

く為廠続香合）
Iq38年架鷲鋤．高騰缶繁．李喜鍾うち的・とは芝駈読書会抑；醜

ノ珊傑固体艇種軌も重富彼が加脅索罵Iニ検束も人毛かこの読者創動春

は自白し尊の亀の曾各党1年まぬがれわめ）絶後は行方利別ン曙．た。Iqt姫Iニ

袈怒錫は金相好．急募錐．南雲安らと燦に第二次続言合も4且名節しあごの
結社を鐘務雪祭兎神授知者3じこうじ噂，たが今回を多古物証を把を丸紅
繕鷹ねまぬがれも
この貌各会13本来．国2姫琴鹿妻を由少として・ルル譲川○舟曾細緻を庇

黒埼会に瑞を託しひ）多。票協会は国内を最初ニ‡疏租利幅アナ千社固体で．
あ，亀。この国体は天道教為芭c・稲・残念を虜しこうあの雪亀も成げろが宮家
の謡撃で中断工直て膏か後ろ庫裏は大田撞欧夢危放し亀仁愛常会関楯箱庭
高々のめり。種乗積，鄭星座，李紹津．買春が．金富根．契詔幼
く熱撃，舘I急密行常時）慨とごねる。


